
令和７年 11 月 11 日(火) 
静岡県多面的機能支払交付金第三者委員会 

 

 

 

 

 

 議  事  

 
· 静岡県の多面的機能支払交付金の実施状況と取組方針について 

 
（１）静岡県の取組状況 

（２）令和 6 年度実施状況について 

（３）令和７年度取組方針について 

 

 

 

  





 

 

 

（１）静岡県の取組状況 
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多面的機能支払交付金 静岡県実施状況

Ｒ６活動終了 4組織
Ｒ７合併 8組織
Ｒ７新規 7組織
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農地維持 資源向上（共同） 資源向上（長寿命化）

（百万円） 多面的機能支払交付金 事業費の推移

5,707 6,027 6,314 6,341 6,373 6,322 6,432 6,561 6,553 6,626 6,836 7,048 
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 (件名) 

多面的機能支払制度伴走支援体制の構築 
（農地局農地保全課） 

１ 目 的 

農業者の減少等の理由から地域の共同活動の実施が困難となり、本交付金でも廃止組織

の増加が見込まれることから、静岡県多面的機能支払推進地域協議会が中心となり、伴走

支援体制を構築し、活動組織の体制強化を推進。 

また、さらなる取組拡大や組織の広域化に向け、県・市町・推進地域協議会の連携の強

化を図る。 

 

２ 課題と対応方針 
項目 対象 課題 対応方針 

体 

制 

県 
市町 

担当職員１名程度であり、他業務と兼務
している。また、定期異動により１～２年
の担当期間であるのが現状。 
このため、ノウハウ等の継承が課題とな
っている。 

推進地域協議会の体制を整え自立
し、県及び市町の職員、活動組織へ
の指導・助言を実施 

協議会 
専従体制がないため、県及び市町の職
員、活動組織への指導・助言が不十分 

普
及
啓
発 

事
務
指
導
・
助
言 

県 
農林事務所主催の活動組織向け情報連
絡会の実施が不十分 

農林事務所と市町が連携し、活動組
織向け情報連絡会等を実施 
多面の取組拡大による業務増に向け
ては、推進地域協議会の体制強化に
よる業務負担軽減のサポートを実施 

市町 
市町主催の活動組織向け情報連絡会の
実施が不十分 

協議会 
県が事務局であり、普及啓発活動が不
十分 

推進地域協議会の体制を整え自立
し、普及啓発活動を実施 
組織と企業・大学等とのマッチングを
支援 

 

３ 令和６年度 主な実施内容 

○県・市町 

   県農林事務所と市町が連携し、活動組織を対象に情報連絡会を開催。 

（県内249組織のうち211組織が参加。） 

○県・推進地域協議会（外部委託） 5,544,000円 

(1) 他都道府県の推進体制・優良事例の調査、とりまとめ 

(2) 市町等訪問（課題・ニーズ等調査）（抽出8市町程度）  

(3) 活動組織訪問（課題・ニーズ調査）（抽出12地域程度） 

(4) 研修会の開催（2回） 

(5) (1)～(4)を受けて、静岡県における今後の伴走支援の体制についての方向性を検討 

○推進地域協議会（外部委託） 3,499,150円 

  農村と地域外の企業、大学等との連携に向けてマッチングを支援。 

(1)希望する農村地域および企業・大学などの意向確認調査を実施 

(2)意向調査から「むらマッチ」の活用促進につなげるための情報整理 

(3)多面組織と企業・学校等との共同活動イベントを企画・実施 
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４ 令和７年度の主な実施計画 

○県・市町 

    県農林事務所と市町が連携し、活動組織を対象に情報連絡会を開催。 

○県・推進地域協議会（外部委託） 3,487,000円 

(1)実務者研修会開催 ２回 

(2)活動組織対象の研修会（事務や組織運営に関する研修、安全に関する研修） 

(3)新規活動組織立上げ、広域化組織への支援 

(4)広報誌（協議会だより）・推進地域協議会（外部委託） 

 ○推進地域協議会（外部委託） 3,421,000円 

農村と地域外の企業、大学等との連携に向けてマッチングを支援。 

(1)Ｒ６にヒアリングを実施した組織について企業へのアプローチ 

(2)新たにマッチングを希望する組織へのヒアリング 

(3)共同活動イベントの開催（３回程度） 

伴走支援の年間スケジュール 

 業務内容 ４月～６月 ７月～９月 10月～12月 １月～３月 

推
進
組
織 

(1)推進体制・優良事例の調査             

(2)農林・市町向け研修会             
(3 新規組織立上げ、広域化、事

務の外部委託等への支援             

(4) 企業・大学等とのマッチング

支援             

(5) 企業・大学等との共同活動イ

ベント             

農
林
事
務
所
・
市
町 

活動組織等を対象にした情報連

絡会・研修会             

新規活動組織の立上・掘起し             

活動組織の広域化に向けた啓発             

国の抽出検査対応             
市町・活動組織からの質問・相談

対応             

 

 

◎研修会（協議会主催） ◎研修会（協議会主催） 

◎ ◎ 
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○静岡県における人口と高齢化率（国勢調査 2020） 

○地域資源保全活動への参加状況 

 

多面的機能支払制度活動組織の広域化の推進 
（農地局農地保全課） 

１ 現状と課題 

県内農村地域は、都市部に比べ人口減少や高齢化が急速に進んでいる。また、令和 5 年

度に実施した、県内活動組織へのアンケートでは、共同活動への参加状況が現在、48％の

組織で参加者が不足していると回答しており、５～10 年後には、74％の組織でさらに参

加者が不足するといった状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
２ 広域化の必要性 

・共同活動や事務作業をおこなう人員が不足 

・リーダーや役員等の後継者不在（世代交代が進まない） 

  ・特定な人物に組織内の事務処理負担が集中 

  ・学校教育や企業等と連携したいが、活動規模が小規模で実施できない 
 
３ 広域化により期待される効果 

・保全管理が難しくなった地域を取り込み、集落間連携により活動が可能 

・設立や申請、補助金事務、会計処理などの事務作業の負担軽減 

・広域化した組織内における、資機材・人材等の融通、予算の重点配分等 

・対象施設の計画的、効率的な長寿命化等予算の配分 

・資材や物品購入などの共同調達による経費の節減 

・多様な主体との関わりによる人員・人材の確保 
 
４ 県内の多面的機能支払取組・広域化の状況 

※広域活動組織：認定農用地面積が 200ha（中山間地 50ha）以上または広域協定による組織 
 
５ 広域化に対する支援 

静岡県多面的機能支払推進地域協議会が中心となり、活動組織の体制強化に向けた支

援、取組の拡大や組織の広域化に向けた伴走支援をおこなう。 

・情報連絡会の開催（事務や組織運営、安全に関する研修とともに意見交換の場） 

・広域化希望組織への支援（基幹水利施設を管理する改良区や関係市町） 

活 動 組 織 数 240組織 （R7.6時点） うち広域活動組織17組織 

認定農用地面積 15,218ha（R7.6時点） うち広域活動組織面積6,007ha 

取 組 内 容 
・農地の維持保全（法面管理や耕作放棄地の抑制) 

・農道、用排水路等の点検 

・施設の長寿命化対策工事 
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（２）令和 6 年度実施状況について 
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①
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②
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県
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に
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２
９
市
町
で
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２
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活
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組
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活
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組
織
の
特
徴
的
な
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り
組
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運
営
上
の
課
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、
市
町
の
役
割
、
課
題
を

把
握
し
、
情
報
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
～
③

④
～
⑦

⑧

⑨⑩

⑪ ⑬⑫

⑭

⑯
⑰
⑮

今
年
度
聞
き
取
り

対
象
活
動
組
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：
１
７
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象
市
町
：
７
市
１
町

Ｒ
６
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委
託
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１
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注
者
：
静
岡
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

推
進
体
制
の
強
化
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〇
共
同
活
動
に
関
す
る
こ
と

・
離
農
、
転
出
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
活
動
参
加
者
の
減
少

・
他
組
織
の
活
動
内
容
を
参
考
に
し
た
い
が
情
報
が
な
い

・
他
組
織
と
連
携
し
た
い
が
方
策
が
わ
か
ら
な
い

〇
役
員
、
事
務
局
に
関
す
る
こ
と

・
報
告
書
作
成
等
の
事
務
処
理
を
担
え
る
人
材
が
い
な
い

・
役
員
の
世
代
交
代
が
進
ま
な
い

〇
交
付
金
に
関
す
る
こ
と

・
活
動
が
始
ま
る
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
活
動
資
金
を
確
保
し
た
い

〇
活
動
組
織
へ
の
支
援
、
指
導
に
関
す
る
こ
と

・
活
動
組
織
向
け
の
研
修
を
定
期
的
に
開
催
し
た
い

・
活
動
組
織
毎
で
事
務
処
理
能
力
に
差
が
あ
る

〇
行
政
業
務
に
関
す
る
こ
と

・
他
業
務
も
兼
務
し
て
お
り
、
活
動
支
援
等
に
あ
て
る
時
間
的
な
余
裕
が
な
い

・
地
域
へ
の
広
報
や
制
度
説
明
、
他
部
署
と
の
連
携
を
図
る
効
果
的
な
手
法
が

見
出
せ
な
い

〇
新
規
組
織
立
上
げ
、
広
域
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

・
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
人
材
や
役
員
の
確
保
・
発
掘
が
困
難

・
中
山
間
地
な
ど
、
認
定
面
積
が
小
規
模
に
し
か
設
定
で
き
な
い
地
域
で
は
組

織
立
上
げ
に
至
り
に
く
い

・
書
類
作
成
、
事
務
手
続
き
が
煩
雑
で
あ
る
と
の
不
安
や
誤
解
を
払
拭
し
た
い

Ⅰ
．
活
動
組
織
が
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る
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題
等

Ⅱ
．
市
町
担
当
者
が
抱
え
る
課
題
等

Ｒ
６
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走
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委
託
そ
の
１
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：
静
岡
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

課
題
解
決
に
向
け
て

制
度
理
解
の
推
進

・
活
動
組
織
向
け
（
事
務
・
安
全
に
関
す
る
）
説
明
会

・
行
政
担
当
者
へ
の
実
務
者
研
修
会

・
他
地
区
（
県
内
外
問
わ
ず
）
事
例
紹
介

取
組
拡
大

・
広
域
化
を
望
む
組
織
へ
の
提
言
、
助
言

・
HP
の
改
良
、
未
取
組
地
域
へ
の
広
報
の
支
援

事
務
処
理
の
負
担
軽
減

・
事
務
作
業
を
担
え
る
人
材
の
確
保

・
事
務
の
外
部
委
託
を
推
進

担
い
手
・
リ
ー
ダ
ー
の
確
保

活
動
参
加
人
数
の
確
保

・
多
様
な
人
材
（
企
業
、
大
学
等
）
と
の
連
携
に
よ
る
活
動
人
員
の
確
保

・
広
域
化
に
よ
る
他
集
落
と
の
連
携

県
、
市
、
推
進
地
域
協
議
会
が
連
携
し
て
、
課
題
解
決
向
け
て
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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農
村
地
域

市
町

訪
問
日

企
業
に
お
願
い
し
た
い
共
同
活
動

伊
浜
地
区

南
伊
豆
町

R6
.8

.8
お
祭
り
の
手
伝
い
、
レ
モ
ン
畑
の
お
手

伝
い

松
崎
花
畑
実
行
委
員
会

松
崎
町

R6
.8

.8
肥
料
ま
き
、
花
の
種
ま
き
、
田
ん
ぼ
の

草
刈
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取
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荒
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地
区

保
全
の
会

東
伊
豆
町

R6
.8

.8
草
か
り
、
鳥
獣
害
防
止
の
電
柵
管
理

安
久
水
と
緑
の
会

三
島
市
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.8

.6
花
の
種
ま
き
、
草
刈
り
、
お
祭
り
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手

伝
い

牧
之
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と
緑
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環
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整
備

委
員
会

伊
豆
市
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.2

.1
7

遊
休
農
地
で
の
耕
作

裾
野
市
ﾊﾟ
ﾉﾗ
ﾏﾛ
ｰﾄ
ﾞを
花
で

い
っ
ぱ
い
に
す
る
会

裾
野
市

R6
.8

.6
コ
ス
モ
ス
、
菜
の
花
の
種
ま
き
、
花
畑

の
草
刈
り

夢
む
ら
井
田

沼
津
市

R6
.9

.1
1

花
木
の
植
え
付
け
、
管
理

オ
レ
ン
ジ
浜
石
’ｓ

静
岡
市

R6
.8

.5
法
面
の
草
刈
り
、
お
祭
り
の
手
伝
い

原
農
地
保
全
会

静
岡
市

R6
.8

.5
法
面
の
草
刈
り
、
法
面
の
利
活
用
の
検

討

上
倉
沢
千
框
保
存
会

菊
川
市

R6
.8

.2
9

草
刈
、
法
人
オ
ー
ナ
ー
へ
の
参
加
、
花

の
種
ま
き

下
山
梨
環
境
保
全
の
会

袋
井
市

R6
.7

.1
8

水
路
の
泥
上
げ
・
草
刈
り
、
ど
ろ
ん
こ

教
室
の
手
伝
い

た
な
く
さ
農
地
保
全

み
ら
い
の
会

菊
川
市

R6
.8

.1
3

花
の
種
ま
き
、
田
植
え
体
験
の
補
助
、

オ
リ
ー
ブ
畑
の
手
入
れ

大
栗
安
棚
田
倶
楽
部

浜
松
市

R6
.7

.2
4

遊
休
農
地
で
の
耕
作
、
イ
ベ
ン
ト
の
手

伝
い
、
草
刈
り

恩
地
町
環
境
み
ど
り
会

浜
松
市

R6
.7

.2
4

草
刈
り
、
じ
ゃ
が
い
も
・
さ
つ
ま
い
も

の
収
穫
体
験
の
手
伝
い

な
か
ま
っ
こ

浜
松
市

R6
.1

1.
15

草
刈
り
、
食
育
活
動
の
手
伝
い

特
定
非
営
利
活
動
法
人

大
好
き
渋
川

浜
松
市

R6
.7

.2
4

親
水
公
園
の
草
刈
り
、
土
砂
撤
去

Ｒ
６
伴
走
支
援
委
託
そ
の
２

受
注
者
：
グ
ロ
ー
カ
ル
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
（
株
）

企
業
へ
共
同
活
動
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
案
内

令
和

6年
度

農
村
地
域
聞
取
り
一
覧

地
域
外
の
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
組
織
の
体
制
強
化
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マッチング②（三島市：安久水と緑の会）マッチング②（三島市：安久水と緑の会）

Ｒ６伴走支援委託その２ 受注者：グローカルデザインスクール（株）

マッチング①（菊川市：上倉沢千框保存会）マッチング①（菊川市：上倉沢千框保存会）
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多面的機能発揮促進事業 関東農政局長表彰について 

  
  
１．概要  

関東農政局管内において取り組まれている「多面的機能発揮促進事業」のうち、

多面的機能支払いに係る取り組みを対象に優良な活動を表彰し、関係者の意欲の高

揚を図るとともに、同事業による各種の取組の推進に資するもの。 

平成 30 年より毎年表彰が行われている。 

 
  
２．静岡県内受賞歴  

年度 賞 市町名 活動組織名 

Ｈ３０ 最優秀賞 富士宮市 いいな故里は、守ろう原睦み会 

Ｒ１ 優秀賞 浜松市 和地地区環境保全対策協議会 

Ｒ２ 最優秀賞 藤枝市 本郷ふる郷普請の会 

Ｒ３ 最優秀賞 森町 一宮の水と環境を守る会 

Ｒ４ 優秀賞 三島市 安久水と緑の会 

Ｒ５ 優秀賞 静岡市 布沢地域資源保全隊 

Ｒ６ 優秀賞 富士市 今神倶楽部 

例年 最優秀賞：３～５組織 優秀賞：５～６組織 

 

 

   ※Ｒ７は「いまい保全の会」（袋井市）応募中 
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キーワード：支える、一芯二葉、稲穂、
みかん、水、ホタル、富士山

地域協働の心、農地・水の情景に彩られた多面体が農業
農村の多面的機能をあらわし、それを地域の共同活動の
手が守っているというデザイン

ロゴの作成

国

県県
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（３）令和７年度取組方針について 
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地
域
ご
と
の
多
様
な
特
性
を
踏
ま
え
た
市
町
及
び
対
象
組
織
に
お
け
る
円
滑
な
取
組
の
推
進
に
向
け
、
取
組
の
拡
大
、
体
制
の
強
化
及

び
発
展
を
目
指
し
、
市
町
及
び
活
動
組
織
が
抱
え
る
課
題
と
優
良
事
例
の
収
集
及
び
分
析
、
効
果
的
な
事
業
計
画
作
成
に
つ
い
て
指

導
・
助
言
を
行
う
。

併
せ
て
、

R6
に
整
理
し
た
課
題
解
決
に
資
す
る
手
法
と
し
て
、
広
域
化
、
事
務
の
外
部
委
託
、
市
町
・
活
動
組
織
の
支
援
の
在
り
方
等

を
提
示
し
、
県
、
市
町
、
活
動
組
織
と
共
有
す
る
。

ま
た
、
円
滑
な
取
組
や
課
題
解
決
に
取
り
組
む
市
町
及
び
対
象
組
織
を
支
援
す
る
た
め
の
研
修
会
を
開
催
す
る
。

目
的

Ｒ
７
伴
走
支
援
委
託
そ
の
１

受
注
者
：
静
岡
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

業
務
内
容

(1
)実
務
者
研
修
会
の
企
画
・

開
催
（
県
と
共
催
、

2回
）

・
研
修
内
容
企
画
調
整
（
事
務
・
安
全
・
優
良
事
例
の
紹
介
な
ど
）

・
事
務
所
・
市
町
の
担
当
者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
。
（
６
月
、

11
月
頃
）

情
報
連
絡
会
の
開
催
補
助

・
農
林
事
務
所
が
開
催
す
る
情
報
連
絡
会
の
開
催
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
（
６
回
）

・
活
動
組
織
を
対
象
と
し
た
事
項
（
事
務
、
組
織
運
営
、
安
全
、
広
域
化
、
新
規
立
上
げ
等
）
の
説
明

・
活
動
組
織
で
の
啓
発
の
ポ
イ
ン
ト
を
各
市
町
と
共
有

・
研
修
会
等
の
ニ
ー
ズ
等
を
収
集

・
Ｒ
７
、
Ｒ

8に
終
期
を
迎
え
る
組
織
に
対
す
る
意
向
や
課
題
の
聞
き
取
り

・
連
携
促
進
等
の
ニ
ー
ズ
の
聞
き
取
り
及
び
連
携
の
斡
旋

普
及
啓
発
レ
ポ
ー
ト
の
作
成

（
協
議
会
だ
よ
り
）

下
記
の
項
目
に
お
い
て
、
随
時
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。
（

10
月
、
２
月
）

・
事
業
に
関
す
る
情
報
発
信
（
国
の
動
き
、
県
の
動
き
な
ど
）

・
推
進
体
制
に
お
け
る
状
況
・
優
良
事
例
（
複
数
）

県
、
市
、
推
進
地
域
協
議
会
が
連
携
し
て
、
課
題
解
決
向
け
て
支
援
を
続
け
る
。

推
進
体
制
の
強
化
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農
村
地
域

市
町

伊
浜
地
区

南
伊
豆
町

松
崎
花
畑
実
行
委
員
会

松
崎
町

稲
取
入
谷
荒
巻
地
区
保
全
の
会

東
伊
豆
町

安
久
水
と
緑
の
会
（
Ｒ
６
イ
ベ
ン
ト
開
催
）

三
島
市

牧
之
郷
水
と
緑
の
環
境
整
備
委
員
会

伊
豆
市

裾
野
市
ﾊﾟ
ﾉﾗ
ﾏﾛ
ｰﾄ
ﾞを
花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会

裾
野
市

夢
む
ら
井
田

沼
津
市

オ
レ
ン
ジ
浜
石
’ｓ

静
岡
市

原
農
地
保
全
会

静
岡
市

上
倉
沢
千
框
保
存
会
（
Ｒ
６
マ
ッ
チ
ン
グ
）

菊
川
市

下
山
梨
環
境
保
全
の
会

袋
井
市

た
な
く
さ
農
地
保
全
み
ら
い
の
会

菊
川
市

大
栗
安
棚
田
倶
楽
部

浜
松
市

恩
地
町
環
境
み
ど
り
会

浜
松
市

な
か
ま
っ
こ

浜
松
市

特
定
非
営
利
活
動
法
人
大
好
き
渋
川

浜
松
市

Ｒ
７
伴
走
支
援
委
託
そ
の
２

受
注
者
：
グ
ロ
ー
カ
ル
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
（
株
）

農
村
と
地
域
外
の
企
業
・
大
学
等
を
つ
な
ぐ
中
間
支
援
（
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
）
を
委
託

農
村
地
域

市
町

い
い
な
故
里
は
、
守
ろ
う
原
睦
み
会

富
士
宮
市

は
る
や
ま

21
富
士
市

岩
本
山
と
か
り
が
ね
堤
を
守
る
会

富
士
市

神
座
鵜
網
環
境
美
化
の
会

島
田
市

倉
真
農
地
保
全
会

掛
川
市

遊
家
家
代
環
境
保
全
委
員
会

掛
川
市

日
坂
美
農
里
会

掛
川
市

村
松
西
農
地
・
水
保
全
の
会

袋
井
市

五
島
環
境
保
全
会

浜
松
市

西
四
村
ふ
る
さ
と
の
会

浜
松
市

Ｒ
６
ヒ
ア
リ
ン
グ

Ｒ
７
ヒ
ア
リ
ン
グ
予
定

ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
農
村
の
う
ち

３
地
域
で
共
同
イ
ベ
ン
ト
開
催
予
定

地
域
外
の
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
組
織
の
体
制
強
化
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広
域
化
の
推
進

事
例
：
湖
西
市
内
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
活
動
組
織

番
号

活
動
組
織

受
益
面
積

（
ha
）

①
新
所
水
と
み
ど
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

50
.6

②
神
座
里
山
多
夢
の
会

12
.3

③
内
浦
耕
作
組
合

29
.5

④
大
代
地
域
資
源
保
全
会

7.
3

⑤
小
俣
耕
作
組
合

23
.6

⑥
吉
美
総
合
耕
作
組
合

49
.5

⑦
汐
口
耕
作
組
合

2.
5

⑧
西
大
谷
耕
作
組
合

15
.0

⑨
山
口
保
全
組
合

7.
4

⑩
入
出
総
パ
保
全
組
合

36
.9

⑪
籾
の
会

2.
2

⑫
前
向
会

16
.0

⑬
古
見
大
沢
農
地
保
全
会

14
.7

合
計

26
7.

5

番
号

活
動
組
織

受
益
面
積

（
ha
）

②
神
座
里
山
多
夢
の
会

12
.3

③
内
浦
耕
作
組
合

29
.5

⑨
山
口
保
全
組
合

7.
4

⑩
入
出
総
パ
保
全
組
合

36
.9

⑪
籾
の
会

2.
2

⑭
KA

RC
O

54
3.

5
合
計

63
1.

8

組
織
を
広
域
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

・
活
動
の
継
続

・
事
務
負
担
の
軽
減

・
経
費
の
削
減

・
効
率
的
・
有
効
的
な
交
付
金
の
活
用

に
つ
な
が
る
た
め
、
引
き
続
き
組
織
の
広
域
化
を
推
進
・

支
援
し
て
い
く
。

Ｒ
７

Ｒ
６

①
④
⑤
⑥

⑦
⑧
⑫
⑬

＋
新
規
取
込

区
域
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
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